
令和6 年1 0 月3 0 日

2 0 2 4
N o .

198

発行/宇都宮市議会
〒3 2 0 -8 5 4 0
栃木県宇都宮市旭1丁目1番5 号

編集/宇都宮市議会　 広報広聴委員会

HP/ 宇都宮市議会

電話:0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1

W EBで も 情報発信中！

あ な た と 市 議 会 　 主 な 目 次

ト チギ
イーブックス

3月

定例会は
年に4回

9月 6月

12月

▲雀宮南小学校のみなさ んと 記念撮影

真剣に 楽しんで真剣に 楽しんで

西小学校のみなさ ん

雀宮南小学校のみなさ ん

西小学校のみなさ ん

雀宮南小学校のみなさ ん 平石北小学校のみなさ ん平石北小学校のみなさ ん

定例会の概要

ここがききたい！ 一般質問

❷
❹

常任委員会の主な審査 1
５年度決算審査 ❾

議会のニュース 1

議会体験たく さんの小学生が参加！議会体験たく さんの小学生が参加！



2

定例会の概要

※「 会派」と は、自分たちの意見を効果的に
　 市政に反映さ せるために、所属政党に
　 限らず、理念を同じくする 議員によって
　 作られた団体のことをいいます。
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◀ 議員ごと の
　 賛否はこちら

詳しい討論の内容は、
下記の二次元コード
からご覧くださ い。

【 議案第８１号】宇都宮市教育委員会委員の任命（ 山口美輝氏）

【 議案第８４ 号】６年度一般会計補正予算（ 第２ 号）

【 議案第８５ 号】６ 年度一般会計補正予算（ 第３ 号）

【 議員案第6号】再審法改正を求める意見書

会派名

参政党

共産党

自民党

未来

緑

◇議案第  8 5 号⇒

◇議案第1 0 4 号⇒

◇議案第1 0 4 号⇒

◇議案第1 0 4 号⇒

◇議案第1 0 4 号⇒

反 対

反 対

賛 成

反 対

反 対 ◇陳情第2 5 号⇒ 採択に賛成

議案や陳情ごと の賛否

維

新

本会議の採決結果

自

民

党

結

果

市

民

連

合

公

明

党

共

産

党

清

　

風

立

憲

未

　

来

緑

参

政

党

市

長
提
出
議
案

議
員
案

可決

可決

可決

可決

◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ● ◯認定

可決

可決

可決

認定

可決及び
認定

市

長
提
出
議
案

議
員
案

　 本市議会には10会派あります。
本紙内では、会派名を（ ）内の略称で表記
しています。

・ 自由民主党議員会（ 自民党）19人

・ 市民連合（ 市民連合）8人　 　 　

・ 公明党議員会（ 公明党）6人

・ 日本共産党宇都宮市議員団（ 共産党）3人

・ う つのみや維新（ 維新）3人

・ 清風クラブ（ 清風）2人　

・ 宇都宮　 立憲（ 立憲）1人

・ 未来への架け橋（ 未来）1人

・ 緑の地球（ 緑）1人

・ 参政党 政治参加を促す会（ 参政党）1人

採決結果の表記

会派の構成

会派の賛否が分かれた案件会派の賛否が分かれた案件

全会一致で決定し た案件全会一致で決定し た案件

討論を行った会派討論を行った会派

結果

人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

小中学校の給食費負担軽減を求める意見書

剰余金の処分及び決算の認定（ 水道事業会計、下水道事業会計）

決算の認定（ 中央卸売市場事業会計）

市民栄誉賞表彰（ 鏡優翔氏、松下知之氏）

６ 年度介護保険特別会計補正予算（ 第１ 号）

６ 年度事業会計補正予算（ 水道（ 第2号）、下水道（ 第2号））

条例の一部改正（ 宇都宮市災害弔慰金の支給等に関する条例、宇都宮市
体育施設条例、宇都宮市自転車駐車場条例、宇都宮市奨学金等貸付条例等）

宅地造成及び特定盛土等規制法の施行に伴う 関係条例の整備に関する
条例の制定

工事請負契約の締結（ 宇都宮競輪場選手宿舎整備事業、横川中央小学
校屋内運動場改築工事、上河内中学校校舎長寿命化改修工事、スケート
センター機械設備改修工事）

権利の放棄（ 損害賠償に係る債権）

財産の取得（ 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車）

指定管理者の指定（ 東小子どもの家ほか５ 施設、陽南小子どもの家ほか
５ 施設）

財産の取得（ 追認）（ 小学校教師用指導資料等）

【 議案第９０ 号】宇都宮市国民健康保険条例の一部改正

【 議案第１００ 号】栃木県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に係る 協議

・ 会派の賛否が分かれた案件については議案・ 陳情・ 議員案番号を表記

・ 本会議での態度を賛成・ 採択は「 ○」、反対・ 不採択は「 ●」と 表記

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

● ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ●

【 陳情第２５ 号】再審法改正を求める意見書を政府等に提出することを求める件

【 議案第１０４ 号】決算の認定（ 一般会計及び１１件の特別会計）

【 陳情第２７ 号】学校給食に関する陳情

採択

不採択

陳

情
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採
決

採
決

採
決

定例会の概要

定例会の日程と 概要

注目の議案注目の議案注目の議案
６年度一般会計補正予算（ 第３号）
生活保護事務費や予防接種費、森林公園管理費を追加計上　 など

本 会 議
[ 開 会 ]

提
案

提
案

8 月2 8 日

議案の採決
・ 教育委員会委員の任命などを可決

本 会 議
[ 閉 会 ]

1 0 月1 日 議案・ 陳情・ 議員案の採決

・ 市長が補正予算案などの議案を説明

議案の提案理由説明

本 会 議

9 月1 0 日

9 月9 日

・ 財産の取得（ 追認）の議案を可決

議案の採決

本 会 議 ・ 市長が財産の取得（ 追認）の議案を説明

議案の提案理由説明

常任委員会
(環境経済)

議案の審査
審
査

8 月2 8 日

⇒詳細は、 4 ～8 ページ

質
疑

本 会 議
［ 一般質問］

議員が質問　
・ 21名の議員が議案についての

質疑と あわせて、市政全般に

ついて質問し 、市長などが回答
※会派持ち時間制による一般質問を試行的に
　 実施しています。

9 月4・ 5・ 9・ 1 0 日

決算の審査 審
査･５ 年度の決算状況について、執行部から詳しい

説明を受け、審査

･委員会としての可否を決定 ⇒詳細は、  9 ページ

・ 財産の取得（ 追認）に

ついて執行部から詳しい

説明を受け審査

・ 委員会としての可否を決定

常任委員会
(子ども 教育)

議案の審査 審
査

9 月9 日

令和6 年

9 月定例会を
開催

令和6 年

9 月定例会を
開催

令和6 年

9 月定例会を
開催

・ 常任委員会と 特別委員会の委員長が審査結果を報告

・ 議案・ 陳情について賛成・ 反対の討論

・ 議案・ 陳情・ 議員案の可否を決定

特 別 委 員 会
（ 決算審査、

企業会計決算審査）

9 月1 7・ 1 8・ 1 9・ 2 0・ 2 4 日特別委員会は
必要に応じ て設置し 、
委員会ごとに
担当する分野に
ついて審査します。

常 任 委 員 会
(総務、厚生、子ども 教育、
環境経済、建設)

議案・ 陳情の審査 審
査

9 月1 2・ 2 6 日

⇒詳細は、  1 0 ページ

・ 各常任委員会で所管ごと に執行部から詳しい

説明を受け、審査

･委員会としての可否を決定

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

・６ 年度一般会計補正予算

(第２ 号)について執行部から

詳しい説明を受け審査

・ 委員会としての可否を決定

議員協議会

財産の取得について説明
・ 小・ 中学校の教師用教科書・

指導書の取得に係る対応に
ついて市長などが説明

9 月5 日

⇒詳細は、  1 0 ページ
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QQ AQAA

QQ AA

QQ AA

こ こ がき きたい!　 一般質問各議員記事の二次元コ ード から 一般質問動画をご覧になれます

質問時間

70分

代表質問

質問時間

70分

代表質問

　
少
子
化
時
代
の
学
校
の
適
正
配
置
、
適
正
規
模
に

つ
い
て
、
統
廃
合
を
含
め
、
し
っ
か
り
議
論
す
る
時
期

を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

　
現
時
点
で
は
、
統
廃
合
な
ど
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
が
、
統
廃
合
な
ど
の
事
例
収
集
に
加
え
、
そ
の

教
育
的
効
果
や
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
を
進

め
て
お
り
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
も
こ

れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
、
効
率
的
な
実
施
に
努
め
る
。

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
延
伸
の
早

期
実
現
に
は
、
駅
東
側
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
が
肝
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
決
意
を
聞
く
。

　
駅
西
側
へ
の
早
期
延
伸
の
期
待
感
を
強
く
感
じ
て

お
り
、
多
く
の
市
民
が
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
利
便
性
を

享
受
し
、
駅
東
側
で
発
現
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
効
果
が
よ
り
早
く
、
広
く
波
及
す
る
よ
う
、
２
０

３
０
年
代
前
半
の
開
業
を
目
指
し
、
駅
東
側
で
の
経

験
を
十
分
活
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
。

熊
本
　
和
夫

（
自
民
党
）

質問時間

60分

　
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
中
心
市
街
地

な
ど
が
発
展
す
る
中
、
郊
外
地
域
で
は
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
郊
外
地
域

の
人
口
を
維
持
し
、
静
か
で
住
み
よ
い
環
境
を
保
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
、
郊
外
部
の
地
域
拠
点

に
お
け
る
地
域
特
性
に
応
じ
た
拠
点
化
の
促
進
や
公

黒
子
　
英
明

（
自
民
党
）

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
居
住
等
の
集
積
や
バ
ス
路
線
の
維
持
、
地
区
計

画
制
度
活
用
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
は
、
地
域
拠
点
等
で
の
住
宅
な
ど
の
建
築
要
件
の

緩
和
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
機
能
を
備
え

た
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
の
整
備
の
検
討
を
進
め
、
均
衡

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
農
業
者
支
援
に
つ
い
て
、
土
地
利
用
型
農
業
で
は

規
模
を
拡
大
す
る
際
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
整
備
が
必
要
と
な
る
が
、
高
額
な
先
行
投
資
が
伴

う
こ
と
か
ら
、
施
設
整
備
に
対
す
る
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
市
で
は
、
Ｊ
Ａ
が
大
規
模
な
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
整
備
す
る
際
、
国
に
上
乗
せ
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
農
業
者
団
体
が
自
ら
施
設
整
備
を

行
う
際
に
は
、
必
要
資
金
の
借
り
入
れ
に
対
す
る
利

子
補
給
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
の
補
助
制
度
の
面

積
要
件
に
満
た
な
い
場
合
は
、
規
模
拡
大
に
必
要
な

機
械
設
備
へ
の
助
成
も
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
農

業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
取
り
組
む
。

　
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
事
業
者

な
ど
に
、
従
業
員
が
家
事
育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を

利
用
す
る
際
の
助
成
制
度
の
充
実
を
提
案
し
、
推
進

す
る
と
と
も
に
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
な
ど
の
利
用
料
や

養
成
講
座
の
受
講
費
を
助
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
国
が
中
小
企
業
を
対
象
に
「
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス

福
利
厚
生
導
入
実
証
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

成
島
　
隆
裕

（
公
明
党
）

　
今
年
度
は
給
食
費
の
補
助
を
実
施
し
て
い
な
い

が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る

給
食
の
量
や
質
の
低
下
を
心
配
す
る
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
る
。
市
は
現
時
点
の
給
食
食
材
費
の
物

価
動
向
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
場

合
に
補
助
す
る
の
か
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

　
生
鮮
食
品
な
ど
消
費
者
物
価
指
数
の
伸
び
率
は

鈍
化
し
て
い
る
が
、
気
象
条
件
な
ど
に
よ
り
高
騰
し

て
い
る
食
材
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
色
あ
る
市
の
給
食
を
、
保
護

者
の
負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら
安
定
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、
具
体
的
な
内

容
や
時
期
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
進
め
る
。

　
図
書
館
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
施
設
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
へ
の
延
伸
や
、
西
口
周
辺
地
区

再
整
備
事
業
を
控
え
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地

区
や
中
心
市
街
地
な
ど
の
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
に
、

中
央
図
書
館
を
移
転
ま
た
は
新
た
に
図
書
館
機
能
を

整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

　
中
央
図
書
館
は
、
老
朽
化
対
策
を
今
後
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
移
転
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
新
た
な
図
書
館
機
能

の
新
設
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
や

中
心
市
街
地
な
ど
の
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
の
多
機

能
化
・
複
合
化
と
と
も
に
、
庁
内
関
係
課
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

高
橋
　
英
樹

（
市
民
連
合
）

質問時間

50分

代表質問

※1  モビ リ ティ ハブ： 多様な交通手段の接続・ 乗継やシェアリ ング モビ リ ティ の貸出等の拠点
※2  産後ド ゥ ーラ： 一般社団法人ド ゥ ーラ 協会など の民間団体から 認定を 受け た 、産前産後の女性特有のニーズ に対し 、

サポート する ための知識・ 技術を 持つ者

※

１

※

２
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こ こ がきき たい!　 一般質問
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一般質問の内容に関するお問い合わせ先　 議会事務局政策調査課　 　 0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
利
用

料
な
ど
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

効
果
的
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
対
策
に
つ
い
て
、
孤
独
や

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体
で

実
施
し
て
い
る
ア
プ
リ
に
よ
る
聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク

や
相
談
会
な
ど
を
市
で
も
早
急
に
行
う
べ
き
で
は
。

　
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
の
普
及
啓
発
や
、
ア
プ
リ

の
活
用
も
含
め
、
聞
こ
え
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
の
効
果

的
な
手
法
を
検
討
し
、
聴
力
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
方

の
早
期
発
見
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
補

聴
器
交
付
事
業
の
聴
力
基
準
の
緩
和
を
検
討
す
る
。

　
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
大
規
模
災
害
時
に
ト
イ
レ

カ
ー
な
ど
を
被
災
地
へ
派
遣
す
る
協
定
を
結
ぶ
「
災

害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
み

ん
な
元
気
に
な
る
ト
イ
レ
』
」
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
６
年
度
中
に
移
動
式
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を

導
入
予
定
だ
が
、
国
の
要
請
に
よ
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
相
互
派
遣
な
ど
、
す
で
に
応
援
体
制
が
あ
る

た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
は
今
後
検
討
す
る
。

質問時間

40分

質問時間

60分

質問時間

60分

　
北
西
部
地
域
体
育
施
設
に
整
備
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
の
活
用
に
よ
り
、
北
西
部
地
域
の
活
性
化
が

期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
体
育
館
や
市

内
初
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ
レ
ー
ス
ダ
ー
ト
コ
ー
ス
な
ど
多
様
な

機
能
の
整
備
に
よ
り
、
新
た
な
地
域
資
源
と
し
て
多

く
の
来
訪
者
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
地
域
の
観
光
ス

内
藤
　
良
弘

（
自
民
党
）

ポ
ッ
ト
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
周
遊
促
進
策
を
検
討
す
る
。

　
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
、
４
月
に
拡
充
し
た
市
独

自
の
処
遇
改
善
「
人
材
確
保
費
」
の
効
果
は
。
ま
た
、

支
援
が
上
限
額
で
据
え
置
き
と
な
る
経
験
年
数
２５

年
以
上
の
保
育
士
に
も
支
援
を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

　
保
育
に
関
わ
る
職
員
約
７３０
人
の
賃
金
が
増
え
、
な

り
手
不
足
や
高
い
離
職
率
の
改
善
に
つ
な
が
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。
経
験
年
数
２５
年
以
上
の
保
育

士
へ
の
支
援
は
、
国
で
賃
金
改
善
を
実
施
し
て
お
り
、

必
要
性
や
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
治
水
・
雨
水
対
策
に
つ
い
て
、
河
川
に
お
け
る
浸

水
セ
ン
サ
の
実
証
実
験
の
効
果
は
。
ま
た
、
道
路
監

視
の
範
囲
拡
大
を
含
め
、
将
来
的
に
災
害
時
に
ど
の

よ
う
に
周
知
し
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
を
図
る
の
か
。

　
準
用
河
川
新
川
の
沿
線
約
１７
㎞
区
間
に
浸
水
を
感

知
す
る
セ
ン
サ
の
設
置
を
９
月
中
旬
か
ら
進
め
て

い
る
。
道
路
冠
水
の
監
視
と
連
携
し
、
よ
り
早
期
の

浸
水
状
況
の
把
握
に
つ
な
げ
、
得
ら
れ
る
情
報
は
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報
提
供
な
ど
へ
の
活
用
を
検
討
す
る
。

　
災
害
弱
者
な
ど
へ
の
効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

自
動
音
声
読
み
上
げ
ア
プ
リ
「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
・
ブ
ラ

イ
ン
ド
」
を
活
用
し
た
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
導
入
を
、
県
と
の
連
携
も
視
野
に
、
市
と
し
て
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
効
果
的
に
活
用
し
、
災
害
弱
者
の

特
性
に
応
じ
て
防
災
情
報
を
き
め
細
か
に
提
供
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
た
め
、
こ
う
し
た
技
術
の
活

秋
成
　
大

（
公
明
党
）

　
農
村
地
帯
に
お
け
る
道
路
の
草
刈
り
や
河
川
の

清
掃
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
家
の
方
々

の
善
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
け

が
や
損
傷
事
故
に
つ
い
て
は
、
農
家
個
人
が
治
療
費

や
修
理
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
早

急
に
市
が
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
で
は
現
在
、
身
近
な
地
域
に
お

け
る
河
川
や
道
路
の
環
境
美
化
に
つ

い
て
、
市
民
と
行
政
が
役
割
分
担
を

決
め
、
協
働
で
進
め
て
い
く
「
ア
ダ

プ
ト
制
度
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
、
制
度
設
計
の
中
で
補
償

制
度
を
含
め
た
支
援
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
フ
ー
ド
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
登
録
し
た
飲

食
店
の
利
用
客
が
購
入
し
た
リ
ボ
ン
の
数
だ
け
、
来

店
し
た
子
ど
も
た
ち
に
食
事
を
無
償
で
提
供
す
る
取

り
組
み
で
あ
り
、
子
ど
も
食
堂
の
補
完
機
能
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
市
で
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
支
援
し
、
普
及
啓
発
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

包
括
連
携
協
定
の
締
結
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
「
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
を
展
開
し
て
お
り
、
今
後
、

居
場
所
に
登
録
し
て
い
る
飲
食
店
な
ど
に
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
案
内
し
、
普
及
啓
発
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

参
考
に
、
協
定
締
結
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

郷
間
　
康
久

（
市
民
連
合
）

※ ヒ アリ ング フレ イ ル： 聞き 取る 機能の衰えのこ と

※
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こ こ がき きたい!　 一般質問各議員記事の二次元コ ード から 一般質問動画をご覧になれます

用
に
つ
い
て
、
今
後
、
県
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

　
さ
ら
な
る
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
て
き
た
現
在
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
次
世
代
型
と
し
て
広
く
内
外
に
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
店
舗
の
開
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
本
市
の
魅
力
発
信
の
拠
点
と
な
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て
、
市
内
外
の
事
業
者
へ
立
地
場
所
や
機

能
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
ほ
か
、
宇
都
宮
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
な
ど
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
開
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

石
川
　
京
樹

（
維
　
新
）

質問時間

40分

質問時間

40分

　
市
体
育
館
の
改
修
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
協

力
依
頼
か
ら
議
員
協
議
会
で
の
公
表
ま
で
に
、
ど
の

よ
う
な
体
制
で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

　
庁
内
関
係
部
局
で
連
携
し
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
に
現
状
を
確
認
し
な
が
ら
ブ
レ
ッ
ク
ス
と
協
議
を

進
め
、
新
リ
ー
グ
の
基
準
を
満
た
し
、
市
民
の
利
便

性
向
上
に
資
す
る
改
修
内
容
を
速
や
か
に
ま
と
め
た
。

　
防
災
Ｄ
Ｘ
の
活
用
と
防
災
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
、

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
へ
の
対

応
力
強
化
が
課
題
で
あ
り
、
南
消
防
署
の
移
転
を
好

機
に
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
防
災
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
強
化
す
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
①
南
消
防
署
移
転
に
当
た
り
、
市
南
部
地
域
の
新

福
田
　
久
美
子

（
共
産
党
）

た
な
災
害
対
応
の
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
機

能
向
上
を
図
る
の
か
。

　
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
Ａ
Ｉ
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
非
常
に

有
能
な
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
な
る
こ
と
か
ら
、
最
新

の
技
術
を
市
の
防
災
対
策
に
生
か
す
べ
き
で
は
。

　
①
大
規
模
災
害
発
生
時
に
も
、
長
期
間
、
救
助
活
動

な
ど
が
行
え
る
よ
う
、
発
電
設
備
や
非
常
用
給
排

水
設
備
な
ど
、
自
立
的
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保
で

き
る
機
能
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
市
初
の
災
害
対
応

ド
ロ
ー
ン
の
訓
練
場
や
女
性
消
防
吏
員
の
専
用
室
を

整
備
す
る
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
と
す

る
こ
と
を
特
色
と
し
、
着
実
に
整
備
を
進
め
る
。

　
②
市
で
は
、
災
害
情
報
を
一
元
化
し
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
共
有
で
き
る
「
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
、
迅
速
な
応
急
対
応
や
的
確
な
避
難
情
報

の
発
信
に
つ
な
げ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
Ａ
Ｉ
を
組
み

合
わ
せ
た
技
術
の
活
用
は
、
多
く
の
被
害
情
報
の
迅
速

な
収
集
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
こ
う
し

た
技
術
の
情
報
収
集
に
努
め
、
実
用
性
な
ど
も
精

査
し
な
が
ら
、
防
災
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を
進
め
る
。

　
全
国
で
教
材
費
な
ど
を
教
職
員
が
一
部
負
担
し
て

い
る
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
が
、
学
校
関
連
予
算

の
確
保
は
も
と
よ
り
教
職
員
が
必
要
経
費
を
負
担
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
執
行
を
徹
底
す
べ
き
で
は
。

　
市
で
は
不
適
切
な
予
算
執
行
や
教
職
員
に
よ
る
自

己
負
担
が
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
学
校
で
適

切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

必
要
な
学
校
予
算
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
校
予
算
の
適
正
執
行
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
教
職
員
か
ら
は
「
業
務
に
追
わ
れ
児
童
に
向
き
合

う
時
間
が
少
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
る
が
、
教
職

員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
員
業
務
支
援
員
の
配
置
状

況
と
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
対
策
は
。

　
６
年
度
は
小
規
模
校
に
１７
名
配
置
し
て
お
り
、

県
主
体
で
全
校
配
置
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
や
部
活
動
の
地
域
連
携
・
移
行

な
ど
、
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。

佐
藤
　
孝
明

（
市
民
連
合
）

　
自
治
体
の
発
注
す
る
水
道
工
事
が
年
度
末
に
集

中
し
、
４
、
５
月
の
件
数
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

工
事
発
注
の
平
準
化
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

　
こ
れ
ま
で
、
設
計
事
務
の
効
率
化
を
行
い
な
が
ら
、

４
、
５
月
の
発
注
件
数
を
維
持
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
、
年
度
当
初
か
ら
施
工
が
可
能
と
な

る
債
務
負
担
行
為
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、

発
注
時
期
の
平
準
化
に
取
り
組
む
。

　
市
役
所
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
再

発
防
止
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
全
職
員
へ
の
研
修
や
相
談
窓
口
の
設
置
、
部
下
職

員
に
よ
る
管
理
・
監
督
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
、
管
理
・
監
督
職
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
一
層
の
向
上
と
、
職
位
に
関
係

な
く
誰
も
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
言
動
を
指
摘
で
き
、

速
や
か
に
改
善
が
図
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

長
谷
川
　
武
士

（
自
民
党
）

質問時間

70分

代表質問

質問時間

30分

代表質問

※ 債務負担行為： 将来の支出を 約束する 行為で、具体的には、次年度以降に経費の支出（ ＝債務）を 義務づける よ う な 契約
を 締結する 時に用いら れる も の

※
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質問時間

20分

質問時間

60分

こ こ がきき たい!　 一般質問

7

一般質問の内容に関するお問い合わせ先　 議会事務局政策調査課　 　 0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1

　
避
難
所
周
辺
の
災
害
時
の
停
電
対
策
の
た
め
、
自

動
で
バ
ッ
テ
リ
ー
に
切
り
替
わ
る
無
停
電
照
明
装
置

の
設
置
や
既
存
照
明
の
無
停
電
化
を
検
討
し
て
は
。

　
非
常
用
発
電
機
の
配
備
や
、
す
ぐ
に
給
電
す
る
非

常
用
電
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
非
常
用

電
源
が
あ
る
避
難
所
は
一
部
の
た
め
、
停
電
時
に
も

一
定
時
間
点
灯
す
る
照
明
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　
動
物
愛
護
の
推
進
に
つ
い
て
、
市
の
３
年
連
続
と

な
る
犬
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
の
達
成
に
は
、
譲
渡
事
業

の
貢
献
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
実
績
を
聞
く
。

　
市
で
は
、
市
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
「
宮
わ
ん
に
ゃ

ん
パ
ー
ク
」
を
活
用
し
、
見
学
希
望
者
と
犬
猫
と
の

相
性
確
認
を
行
い
、
適
切
な
譲
渡
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、

週
末
譲
渡
会
な
ど
に
よ
り
譲
渡
機
会
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
年
度
は

１０８
頭
、
４
年
度

は
７５
頭
、
５
年
度
は
９１
頭
が
譲
渡
に
つ
な
が
っ
た
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
、
１
人
１
台
端
末
の
更
新
が
不
可
欠
だ
が
、
現
在

の
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、
端
末
更
新
時
に
は
予

備
機
の
確
保
も
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
端
末
更
新
に
係
る
国
の
支
援
の
仕
組
み
と
し
て
、

都
道
府
県
を
中
心
に
共
同
調
達
す
る
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
た
め
、
県
が
設
置
し
た
「
共
同
調
達
会
議
」

に
参
加
し
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
引
き
続
き
、
７
年

度
中
の
調
達
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。
予
備
機
に
つ

い
て
も
、
国
の
考
え
方
に
則
り
、
故
障
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
確
保
に
努
め
る
。

平
松
　
明
夫

（
清
　
風
）

質問時間

40分

　
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
性
行
為
と
性

の
権
利
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

　
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
「
性
に
関

す
る
教
育
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
、
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
手
引
き
に
基
づ
き
、
児
童

生
徒
の
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
指
導
に
取
り
組
む
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
導
入
さ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
と
、
他

国
で
の
承
認
、
接
種
、
国
内
外
の
治
験
の
状
況
は
。

　
Ｊ
Ｎ
．
１
系
統
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
、
国
に

お
い
て
薬
事
承
認
の
審
議
中
で
あ
り
、
承
認
さ
れ

れ
ば
効
果
な
ど
が
公
表
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
他

国
で
の
承
認
状
況
な
ど
は
承
知
し
て
い
な
い
。

河
田
　
敦
史

（
参
政
党
）

質問時間

20分

　
事
業
者
が
１
０
４
０
㎡
の
一
体
的
な
土
地
の
開
発

を
、
土
砂
条
例
の
面
積
基
準
を
下
回
る
よ
う
分
割
報
告

し
た
が
、
許
可
の
申
請
を
指
導
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

　
本
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
埋
立
区
域
の
面
積
が

５００

㎡
以
上
の
場
合
は
許
可
を
要
す
る
が
、
今
回
の
ケ
ー

ス
は
約

４００
㎡
で
あ
り
、
許
可
を
不
要
と
し
た
一
連

の
手
続
き
は
適
正
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

出
井
　
昌
子

（
　
緑
　
）

質問時間

20分

　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
つ
い
て
、

概
算
事
業
規
模
を
約

４００
億
円
と
し
て
い
る
が
、
物

価
や
人
件
費
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
駅
横
断
、
そ
の
他
の
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
に
な

る
の
か
を
含
め
、
整
備
費
用
の
総
額
に
つ
い
て
聞
く
。

　
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各
事
業
の
事
業
化

に
向
け
た
具
体
的
な
設
計
を
行
い
算
出
し
て
い
く
。

保
坂
　
栄
次

（
未
　
来
）

　
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て
、
能
登
半
島
地
震
な

ど
の
教
訓
を
踏
ま
え
市
の
災
害
対
応
力
を
一
層
高

め
る
た
め
、
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と
の
協
定
を
さ

ら
に
拡
充
し
、
協
力
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
の
被
害
想

定
区
域
外
に
あ
る
東
京
都
内
の
自
治
体
と
の
新
た
な

相
互
応
援
協
定
の
締
結
や
、
物
流
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
や
資
機
材
を
有
す
る
民
間
事
業
者
と
の
新
た
な

協
定
の
締
結
に
向
け
、
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
、
中
学
校
の
武
道

場
は
、
部
活
動
や
地
域
利
用
も
あ
る
中
、
昨
今
の
気
温

上
昇
に
よ
り
活
動
に
限
界
が
き
て
い
る
。
市
と
し

て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
武
道
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
の
活
用
が
想
定

さ
れ
て
い
る
が
、
夏
季
期
間
の
部
活
動
や
地
域
利
用

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
空
調
設
備
導
入
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

菅
原
　
一
浩

（
自
民
党
）

質問時間

20分

小
室
　
か
な
子

（
共
産
党
）
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こ こ がき きたい!　 一般質問各議員記事の二次元コ ード から 一般質問動画をご覧になれます

質問時間

20分

　
河
川
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
６
月
に
小
学
生
の

水
難
事
故
が
発
生
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
事
故
直
後
速
や
か
に
、
現
場
を
確
認
し
注
意
喚
起

の
看
板
設
置
、
緊
急
の
安
全
点
検
、
堰
の
水
位
を
下

げ
る
調
整
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
効
果
的
な
注
意
喚

起
の
検
討
や
、
堰
の
水
位
に
つ
い
て
水
利
組
合
と
協

議
を
行
い
、
安
全
な
河
川
の
施
設
管
理
に
努
め
る
。

原
　
ち
づ
る

（
共
産
党
）

質問時間

60分

　
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
窓
口
に
つ
い
て
、
本
庁
舎
や

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
８
月
か
ら
新
た
に
設

置
し
て
１
カ
月
が
経
過
し
た
が
、
市
民
の
反
応
を
含

め
た
利
用
実
績
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

　
６０
代
以
上
の
方
を
中
心
に
、
延
べ

６４７
人
が
利
用
し
、

利
用
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
９２
・
５
％
の
方
が

「
満
足
し
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
今
後
も
、
利
用

者
の
声
を
踏
ま
え
、
支
援
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
宇
都
宮
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
、
１
人
１

ス
ポ
ー
ツ
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
奨
励
と
普
及
発
展
の

実
現
に
向
け
た
今
後
の
開
催
に
つ
い
て
聞
く
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
幅
広
い
世
代
の
多
く
の
市
民
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
や
競
技
団
体
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
参
加
資
格
の
拡
大
や
競
技
種
目

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。

矢
古
宇
　
芳
一

（
自
民
党
）

質問時間

60分

　
北
西
部
地
域
の
夜
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
、

地
域
の
事
業
者
な
ど
と
官
民
で
連
携
し
、
人
出
の
少

な
い
夜
の
誘
客
に
力
を
入
れ
、
よ
り
一
層
の
誘
客
や

観
光
周
遊
の
促
進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
北
西
部
地
域
で
は
、
夜
の
静
寂
や
幻
想
的
な
空
間

を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
来
訪
者
の
心

を
魅
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
の
事
業
者
や

団
体
な
ど
が
連
携
し
た
一
体
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
北
西
部
地
域
の
夜
な
ら
で
は

の
魅
力
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

質問時間

40分

　
清
原
中
央
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、
子
育
て
や
憩

い
の
場
と
し
て
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
中
、
遊
具
や

休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
花
壇
の
設
置
な
ど
、
景
観
や
環
境

面
の
観
点
を
含
め
た
今
後
の
施
設
設
備
の
可
能
性
は
。

　
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
、
公
園
の
利

便
性
や
快
適
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

多
様
な
世
代
の
方
々
が
集
ま
る
居
心
地
の
よ
い
公

園
と
な
る
よ
う
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
効
果
的
に
活
用

し
た
遊
具
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
土
地
利
用
型

農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
、
市
の
課
題
も
含
め
考
え
を
聞
く
。

　
導
入
費
用
の
負
担
軽
減
や
技
術
の
理
解
促
進
が
課

題
で
あ
る
た
め
、
機
器
導
入
へ
の
助
成
や
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
栽
培
実
証
の
現
地
説
明
会

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
た
上
で
、
補
助
制
度
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

岡
本
　
芳
明

（
自
民
党
）

　
本
地
区
の
生
活
基
盤
を
調
査
し
、
す
れ
違
い
が
難

し
い
道
路
の
存
在
な
ど
、
地
区
の
詳
し
い
現
状
を
把

握
し
た
。
こ
の
結
果
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
形
成
に
向
け
た
居
住

誘
導
区
域
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
環
境
の
改
善
に
向

け
た
検
討
が
必
要
で
あ
り
、「
柔
ら
か
い
区
画
整
理
」

は
有
効
な
整
備
手
法
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
、
把
握
し
た
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
住

民
の
意
見
を
伺
い
、
課
題
な
ど
を
整
理
・
共
有
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
手
法
や
合
意
形
成
の
進
め

方
な
ど
、
地
区
整
備
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
青
少
年
の
育
成
を
妨
げ
る
広
告
車
両
の
規
制
に

つ
い
て
、
「
風
俗
求
人
宣
伝
カ
ー
」
の
よ
う
な
広
告

は
、
市
の
品
性
を
著
し
く
お
と
し
め
、
教
育
上
も
不

適
切
で
あ
る
た
め
、
屋
外
広
告
物
条
例
な
ど
を
改
正

し
規
制
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

　
派
手
な
色
遣
い
や
過
度
な
発
光
を
伴
う
広
告
車

は
、
風
致
の
維
持
や
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、

条
例
改
正
を
含
め
た
適
切
な
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
広
告
車
に
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車

両
も
見
ら
れ
る
た
め
、
条
例
の
許
可
対
象
と
す
る
検

討
を
行
う
。
今
後
と
も
、
有
識
者
な
ど
の
意
見
も
踏

ま
え
、
良
好
な
景
観
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
峰
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
付
近
は
、
住
宅
が
密
集
す

る
中
、
狭
隘
道
路
が
存
在
す
る
た
め
、
改
善
の
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
改
善
に
向
け
て
「
柔
ら
か
い
区

画
整
理
」
の
活
用
も
有
効
と
考
え
る
が
、
本
地
区
の

現
状
を
ど
う
認
識
し
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

手
塚
　
泉

（
自
民
党
）

き
ょ
う

あ
い
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紙面の見直し を
実施し ています！

5 年度決算審査

9

５ 年度決算の認定について、決算審査特別委員会及び企業会計決

算審査特別委員会を設置し 、適正に予算が執行さ れているか、期待し

た行政効果が得られているかなどに主眼を置き、審査を行いまし た。

　 ラ イト ラ イ ン の開業やバス路線再編などの「 N CCの形成」、「 書かな い窓口」システム導入など「 D Xの実現」を 目指し 、

着実に取り 組んでおり 、市民に寄り 添った対応を 行う など、適正かつ効果的に執行さ れたと 高く 評価するため賛成

　 約３１ 万５ ，０００ 件の収納実績があり 、キャッ シュレス収納と 併せて収納件数は増えており 、納期内納付率の向上と 全

体収納率向上・ 維持に寄与し ている。

・  「 住民福祉の向上」と いう 立場に立った時、市が持つ豊かな財政力を 、市民の切実な願いに沿って活かすこ と ができ

たのか疑問の残る 決算であるため反対

・  ラ イト ラ イ ン 事業費が含まれているため反対

・  ラ イト ラ イ ン 西側延伸は住民投票による民意の確認がさ れていな い、大谷スマート イ ンタ ーチェ ンジ 事業に関する費

用が支出さ れている 、屋板運動場の屋外女性ト イレ 増設費用が含まれていないため反対

令和５ 年度　 決算審査の概要

歳入総額

一般会計（ 歳出）

　 コ ンビニエンススト ア税収納代行業務委託は、収納率に対しどのよう な効果があるのか。

　 環境整備や受診勧奨などを 実施し ており 、５ 年度は商業施設での婦人健診を 実施し 、多く の申込があった。６ 年度は

商業施設での開催拡充を 予定し ており 、健診を 受けやすい環境整備に力を 入れていく 。

　 健診の受診率がなかなか上がら ない現状で、受診率向上に向けどのよう に取り 組んでいく のか。

　 FIBA３ x３ワールド ツアー宇都宮オープ ナーは５ 億８ ，６４０ 万円。また、ジャパンカッ プ サイク ルロ ード レースは、３１ 億

２ ，２００ 万円と 、どちら も 過去最高の経済効果があったほか、市の都市ブ ラ ンド 力も 向上し 、人や企業から 選ばれる 力

にも なっている。

　 ３x３などの国際スポーツイベント は、どれく ら いの経済効果があったか。

　 老朽化が進む学校プ ールのあり 方の検討を 進めるため、試行的に実施し ており 、５ 年、６ 年度の２ 年間を 検証期間と

し て、西原小学校１ 年生から６ 年生までの２５３ 名を 対象に、水泳授業の民間施設活用を 実施し ている。教員と 民間ク ラ

ブ のイ ンスト ラクタ ーの連携による実施体制のも と 、大き な課題なく 実施でき ている。

　 水泳授業の民間施設活用に係るモデル事業について実施状況と 課題は。

2 ,3 6 8 億8 ,5 9 2 万円

歳出総額

2 ,3 0 6 億9 ,9 9 2 万円決算の認定に関する本会議での意見（ 討論）

決算審査特別委員会

　 １ k m 当たり の漏水箇所の発見

数を 倍増さ せるこ と を 目標とし て

おり 、こ れまで の漏水調査の発見

数と 比較し て２ 倍近く 発見するこ

と ができ た。

　 A Iを活用し た劣化予測診断によ

る 漏水調査は、導入後、予測の精

度をどのよう に評価し ているか。

　 中小企業診断士が個別指導で

経営分析を 行い、配送ルート の見

直し によ る 輸送コ スト の軽減や、

収益向上につ な がる よう な 販路

についてアド バイ スをし ている。

　 卸売・ 仲卸業者に対し て 、専門

家を活用し た経営指導を行ってい

るが、具体的な指導内容は。

　 ロッ ク 式で水圧がかかっても 蓋

が開かな い 新し い マ ン ホ ー ルに

３７９ か所交換し た。今後は老朽化

し た古いマンホールの調査・ 点検

を進め、交換を加速していきたい。

　 旧型マン ホール鉄蓋交換等修

繕工事では、どのよう な品質のマ

ンホールにいく つ交換し たのか。

また今後の進め方は。

企業会計決算審査特別委員会

　 一般質問記事のレイアウト など、議会広報紙の

紙面の見直しを実施し ています。

　 ぜひ、皆様のご意見をお聞かせく ださ い！
ご 意見は
こ ちら から ⇒

水道事業会計 中央卸売市場事業会計下水道事業会計
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常任委員会の主な審査

総務常任委員会 付託案件　 7 件

再審法改正を 求める 意見書を 政府等に提出するこ と を 求める 件（ 陳情第２５ 号）

審査で出た意見

採択

　 現行法では、「 再審のルール」が存在せず、担当する裁判官によって再審請求手続の審理の在り 方に大き なばら つき が

あり 、適正・ 公平な裁判と は言えず、再審法は速やかに改正さ れるべきと 考えており 、再審における検察手持ち 証拠の全

面開示などについて国に意見書を提出するよう 陳情する。

・  罪を 犯し ていない人が誤った捜査、裁判によって自由を 奪われる冤罪は、人の人生、命を 奪う も のであり 、絶対にあって

はなら ないも ので、速やかに救済さ れるべきと いう 考えから 採択し たい。

厚生常任委員会 付託案件　 6 件

宇都宮市国民健康保険条例の一部改正（ 議案第９０ 号）

審査で出た意見

可決

　「 行政手続における 特定の個人を 識別するための番号の利用等に関する 法律等の一部を 改正する 法律」の施行に

より 、国民健康保険被保険者証が廃止さ れること に伴い、引用条文の整理を するも の

・  マイ ナンバーの保険証には問題があると 考えており 、紙の保険証が廃止さ れること に伴う 条例改正には反対をし たいと

考えること から 、こ の議案には反対である。

子ども 教育常任委員会 付託案件　 6 件

学校給食に関する 陳情（ 陳情第２７ 号）

審査で出た意見

不採択

　 子育て世帯の経済的負担が大きく なっているため、小中学校の学校給食費を無償化し てほし い。

　 また、有機栽培の食材を 使用するこ と は、地球環境の保全につながるこ と から 、学校給食に有機栽培の安心・ 安全な

食材を 取り 入れてほし い。

・  給食費の無償化は、国においてすでに無償化に向けた実態把握と 課題整理が行われている。また、市では安心・ 安全で

美味し い地場産の食材を優先的に使用し ていること から 不採択とし たい。　

・  少子化対策とし ても 有効な政策であり 、有機米や有機野菜の公共調達の整備は、国の農業政策の方向と 矛盾がないた

め採択し たい。　

環境経済常任委員会 付託案件　 3 件

6 年度宇都宮市一般会計補正予算（ 第２ 号）（ 議案第８４ 号）

審査で出た意見

可決

　 国内プ ロ バスケット ボールの新たなト ッ プリ ーグ「 Bプレミ ア」への宇都宮ブレック スの参入審査に合わせ、体育館の

機能や、利用者の利便性を 高める 改修を 実施するため、限度額を３ 億５８０ 万円と する 債務負担行為を 新たに設定する

も の

・  今回の改修は、ブレックスのBプレミ ア参入のためであり 、改修内容は市民利用に資するも のと のこと だが、V IPルーム

が市民体育館に必要なのか、もう 少し 検討が必要であるため、こ の議案には反対である。

建設常任委員会 付託案件　 4 件

宅地造成及び特定盛土等規制法の施行に伴う 関係条例の整備に関する 条例の制定

（ 議案第９３ 号） 可決

　 宅地造成及び特定盛土等規制法の施行により 、盛土または切土に係る許可申請の審査基準が厳格化さ れたことなどに伴い、

許可申請に係る手数料の増額などをするととも に、新法に基づく 規制区域の指定により 盛土などに対する規制が拡大、強化さ

れたことを踏まえ、法律及び条例双方の規制対象となる区域におけるみなし 許可の新設などをしようとするも の
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倫理委員会の設置と 審査結果について

　 ３ 年１１ 月４ 日開催の各会派代表者会議において、政党機関紙の勧誘を目的とした幹部職員への訪問は自粛する旨の報告がなさ れていまし

たが、その後も引き 続き 議員の立場を利用して勧誘行為をしていたとして、福田久美子議員に対し 、宇都宮市議会議員の倫理に関する 条例に

基づき６ 年６ 月２８日に審査請求書が提出さ れました。審査請求により 設置さ れた倫理委員会（ 塚田典功委員長）において、４ 回にわたり 審査が

行われ、次のと おり 議長へ報告さ れました。

・  当該議員について、宇都宮市議会議員の倫理に関する 条例第３ 条第５ 号に定める 倫理基準「 議員の品位と 名誉を害し 、市民の信頼を著しく

損なう 行為をしないこと 」に違反すると 認定

・  議長の措置案については、当該議員に対して、「 議場における 謝罪文の読み上げ」及び「 議会広報紙による 公表」と することを決定

　 委員会の審査結果報告を受け、議長は、「 議場における 謝罪文の読み上げ」と「 議会広報紙による 公表」を措置とし 、１０ 月１日の本会議にお

いて当該議員が謝罪文の読み上げを行いました。

【 謝罪文概要】政党機関紙の勧誘行為によって、心理的不安を感じら れた職員の皆様にはこころより お詫び申し 上げる 。宇都宮市庁舎管理規

則のルールに従い、趣旨を踏まえ正確に対応していく 。議員としての慎重さに欠けていた点について反省し 、今後、さらなる 議員倫理を自覚し 、

議会の品位を汚すこと の無いよう 努めていく 。

議員研修会を 開催し まし た

　 ９ 月２６ 日に、一般社団法人公務員研修協会代表理事の高嶋

直人氏を講師に招き 、議員研修会を開催しました。

　 今回は「 地方議会議員のためのハラ スメ ント 防止について」と

題し 、議員に求めら れるコンプラ イアンスなどについて学び、大変

有意義な研修会と なり ました。

視察の様子→
（ 秦野市）

各常任委員会（ 総務、厚生、子ども 教育、環境経済、建設）が視察を行いまし た。

詳し い内容は、添付の二次元コ ード から 市議会ホームページでご 覧いただけます。行政視察報告
総務常任委員会 （ 7 月8 日～1 0 日）

【 視察先・ 項目】

大 阪 府 八 尾 市：「 地区防災計画」策定の支援について

富 山 県 高 岡 市： 高岡市共創の指針について

神奈川県秦野市： 秦野市総合防災情報システムについて

視察の様子→
（ 京都市）

子ど も 教育常任委員会 （ 7 月1 6 日～1 8 日）

【 視察先・ 項目】

京都府京都市： 不登校特例校などについて

滋賀県草津市： 草津市フリ ースク ール利用児童生徒支援

　 　 　 　 　 　   補助金について

愛知県大府市：「 レイ ンボーハウス」の取り 組みなどについて

視察の様子→
（ 大阪市）

▲議員研修会の様子 ▲講師： 高嶋直人 氏

建設常任委員会 （ 7 月3 日～5 日）

【 視察先・ 項目】

広 島 県 呉 市： ウォ ーカ ブ ルなまち なかの形成に向けた取り

　 　 　 　 　 　   組みについて

大阪府大阪市： 御堂筋道路空間再編などについて

東京都豊島区： とし まみどり の防災公園について

視察の様子→
（ 豊田市）

厚生常任委員会 （ 7 月1 0 日～1 2 日）

【 視察先・ 項目】

愛 知 県 豊 田 市：「 都市内分権の推進」について

三重県四日市市： 四日市市自治会加入の促進と 自治会活動

　 　 　 　 　 　 　 　推進のための条例について

千葉県習志野市： まち づく り 会議と 地域担当制について

視察の様子→
（ 堺市）

環境経済常任委員会 （ 7 月2 3 日・ 2 4 日）

【 視察先・ 項目】

広島県広島市： 廃棄物の処理体制について

大 阪 府 堺 市： スポーツを 活用し たまち づく り について
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議会のニュ ース

◎「 あなたと 市議会」198号の印刷費1,6 45 ,3 8 0円（ 消費税含む）　 　 　 ◎次回の発行は、1月下旬の予定です。

あなたと 市議会1 9 8 号の内容に関するお問い合わせ　 　 0 2 8 -6 3 2 -2 6 1 1 　 議会事務局政策調査課

1 1 日（ 水）

1 2 日（ 木）

1 2 月定例会の日程（ 予定）

1 2 月 5 日（ 木）

1 3 日（ 金）

1 6日（ 月）

1 8 日（ 水）

1 9 日（ 木）

2 5 日（ 水）

月 日 内 容 時 刻

本 会 議 開 会

一 般 質 問

各 常 任 委 員 会

午前1 0 時

〃

〃

〃

本 会 議 閉 会

※上記日程は変更になる可能性がありますので、

　 ご来場の際は、事前にお問い合わせください。

今回の表紙写真について　 ～元気に！真剣に！議会体験～

 市議会では、議会の仕組みや役割
を理解し、興味・関心を持ってもらう
ため、市内の児童・生徒を対象に「議
会体験」を行っています。
 今回の表紙は、社会体験学習に来
てくれた生徒の皆さんが、「元気」を
テーマに、議会体験の様子が伝わる
よう、写真や構成、色合いなどを考
え、作成してくれました。また、紙面
には、生徒の皆さんの手描きのイラ
ストも掲載しています。ぜひ見つけ
てみてください︕

井上咲楽のサク サク！
う つのみや市議会

11 月の放送では、「 若者の声を聴く

ための取組」 について紹介します。

〈 放送スケジュール〉〈 放送スケジュール〉
11月２ 8 日（ 木）午後９ 時５ ０ 分～

11月２ 9 日（ 金）午前７ 時１５ 分～

12 月  1日（ 日）午前９ 時０ ０ 分～

▲作業をしている様子

▲仕事内容の説明

と ちぎテレビで放送

意 
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【
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】
今
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９月３日（ 火）～６日（ 金）に国本中学校２学年の２名、９月９日（ 月）～１３日（ 金）に陽北中学校２学年の２名

が社会体験学習（ 宮っ子チャレンジ）を行い、体験し て感じ たこと を記事にし てく れまし た！
職業体験

 体験前、私は市議会に対して、「難しい話し合い」や「自分とは
遠いもの」という勝手な認識をしていました。しかし、今回の体
験を通して、「自分の身近なもの」につ
いての話し合いが多く、市議会は私た
ちの生活に密接しているということが
分かり、とても有意義な時間を過ごす
ことができました。

宮チャレで広がる自分の可能性

社会に一歩前進！宮っ子チャレンジ

宮チャレで踏み出せた一歩

 市議会で仕事の体験をしたとこ
ろ、特に一番印象に残っているこ
とは広報紙の作成です。
 宇都宮市の多くの人々に見ても
らうものなので、表紙の色のデザ
インや内容を決めて良い広報紙が
できたと思いました。

宮っ子チャレンジで学んだこと

▲修了証書を受け取る様子

 市議会に関わる全ての方が責任
感を持ってお仕事をされている姿
が印象に残りました。この４日間
を通して、職場の方々との会話の
仕方などさまざまな事を学ぶこと
ができたので、将来に役立ててい
きたいです。

▲職業体験の様子

 宮っ子チャレンジでは、政策調査課の仕事や議会の様子など
を知ることができました。議会で
は、私達の生活に関わる問題につい
て話し合っており、議会が身近なも
のだということを学びました。体験
を通して、社会人として働くことの
尊さを実感することができました。

▲議場見学のと きの様子

←前回の放送
「 議会を 知っ て も らう
ための取組」は、こ ちら
から ご 覧いただけます！


